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鞍

投
票
率
九
一
・
四
五
％
　
男
九
〇
・

雛

一
三
％

　
昭
和
五
十
八
年
三
月
一
日
任
期
満
了
に
伴
う
、
村

議
会
議
員
選
挙
は
、
二
月
十
三
日
告
示
、
二
月
二
十

日
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
投
票
、
即
日
午
後

七
時
開
票
と
い
う
日
程
で
行
わ
れ
、
村
民
の
み
な
さ

ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
無
事
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

女
九
二
・
七
五
％

十
七
分
、
投
票
総
数
六
千
九
十
七
票
の

開
票
を
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　
当
選
の
決
定
し
た
二
十
二
人
の
方
に

は
二
十
一
日
当
選
証
書
が
附
与
さ
れ
ま

し
た
。

　
選
挙
に
対
す
る
ご
理
解
・
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

議
　
会
　
構
　
成

議
員
の
み
な
さ
ん

当選した人（敬称略・届出順）

年齢 氏　　名 党派 年齢 氏　　名 党　派

61 杉田弥平 無所属 42 飯島敏宏 無所属

65 富田宗平 公明党 58 小松原寿範 〃

63 志村利次 無所属 63 折川高一 〃

66 新井忠重 〃 59 高嬌常雄 〃

56 新井秀幸 日本共産党 44 寺山孝作 〃

59 小島芳房 無所属 59 上杉芳郎 〃

62 松本定一 〃 69 松本芳治 〃

56 福田　清 〃 53 柴田守次 〃

64 岡部国政 〃 68 馬場茂雄 〃

36 柴田清次 〃 54 橋本亀明 〃　．

70 舟橋信義 〃 39． 富岡政枝 〃

投
票
率
は

　
前
回
を
下
回
る

　
投
票
は
村
内
五
カ
所
で
午
前
七
時
か

ら
午
後
六
時
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
投

票
率
は
村
平
均
で
九
一
．
四
五
パ
ー
セ

ン
ト
（
男
九
〇
・
一
三
パ
ー
セ
ン
ト
、

・
女
九
二
・
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
、
前

回
の
九
三
・
七
八
パ
ー
セ
ン
ト
（
男
九

二
二
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
女
九
五
・
三

六
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
や
や
下
回
り
ま
し

た
。
投
票
区
ご
と
の
投
票
率
は
次
ペ
ー

ジ
の
と
お
り
で
す
。

　
開
票
は
同
日
午
後
七
時
か
ら
、
役
場

二
階
会
議
室
で
行
わ
れ
、
午
後
九
時
三

　
　
　
〇
暦
）

議
長
に
馬
場
茂
雄
氏

　
　
　
　
　
副
議
長
に
飯
島
敏
宏
氏
を
選
任

　
選
挙
後
初
の
臨
時
議
会
が
三
月
五
日

に
開
か
秤
、
次
の
と
お
り
常
任
委
員
や

委
員
長
等
の
選
任
が
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
一
日
か
ら
は
第
一
回
定
例

村
議
会
が
開
催
さ
れ
、
昭
和
五
十
八
年

度
の
予
算
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
議

案
が
慎
重
に
審
議
さ
れ
ま
し
た
が
、
く

わ
し
く
は
次
号
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
　
（
敬
称
略
）

議
長
　
馬
場
茂
雄

副
犠
長
飯
島
敏
宏

◎
印
は
委
員
長
　
○
印
は
副
委
員
長

総
務
委
員
会

◎
杉
田
　
弥
平

　
飯
島
　
敏
宏

　
柴
田
　
清
次

厚
生
委
員
会

◎
柴
田
　
守
次

し
○

○
福
田
　
　
清

　
富
岡
　
政
枝

　
橋
本
亀
明

○
岡
部
国
政

　
富
田
　
宗
平
　
　
舟
橋
　
信
義

　
折
川
　
高
一
　
　
馬
場
　
茂
雄

産
業
委
員
会

◎
松
本
　
芳
治
　
O
寺
山
　
孝
作

　
小
島
　
芳
房
　
　
高
橋
　
常
雄

　
新
井
忠
重

建
設
委
員
会

◎
志
村
　
利
次
　
○
新
井
　
秀
幸

　
小
松
原
寿
範
　
　
上
杉
　
芳
郎

　
松
本
　
定
一

一
部
事
務
組
合
議
会
議
員

　
大
里
南
部
環
福
祉
一
部
事
務
組
合

松
本
　
芳
治
　
福
田
　
清
　
馬
場
茂
雄

　
荒
川
南
部
環
境
衛
噛
一
部
事
務
組
合

折
川
　
高
一
　
柴
田
　
守
次

飯
島
　
敏
宏
　
新
井
　
秀
幸
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大
里
広
域
市
町
村
圏
組
合

寺
山
　
孝
作
　
小
島
　
芳
房

　
熊
谷
地
区
消
防
組
合

杉
田
　
弥
平
　
志
村
　
利
次

投
票
区
別
投
票
率

村第第第第第
　五四三二一
平投投投投投
　票票票票票
場区区区区区

：
九
一
・
三
〇
％

：
九
三
・
七
七
％

：
九
一
・
六
一
％

：
八
九
・
九
七
％

：
九
十
・
六
一
％

；
九
一
・
四
五
％

　
　
　
　
（
毒
．
、
移

前々回（50年）

94．48％　　　前回（54年）

　　　　　　　93・78％　　今回（58年
有権者5722）　　　　　　　91．45％
　　　　　　　（6190）

　　　　　　　　　　　　（6667）

き
リ
ド
セ
ヘ嚢

馬場茂雄

　
さ
る
二
月
二
十
日
行
わ
れ
ま
し
た
、

本
村
議
会
議
員
選
挙
の
結
果
、
新
た
に

選
出
さ
れ
た
議
員
に
よ
る
、
初
の
第
一

回
臨
時
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
の

み
な
さ
ま
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
江

南
村
議
会
議
長
の
要
職
に
つ
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
不
肖
私
に
と
り
ま
し
て
、

身
に
あ
ま
る
光
栄
と
感
激
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

　
も
と
よ
り
浅
学
非
才
の
身
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
議
員
各
位
の
ご
協
力
と
、

村
民
み
な
さ
ま
の
暖
か
い
ご
支
援
を
い

％
㎜

90

0

た
だ
き
、
村
政
の
推
進
と
円
滑
な
議
会

運
営
に
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
懸
命

の
努
力
を
傾
倒
し
て
、
ご
信
頼
に
お
答

え
す
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　
本
村
を
と
り
ま
く
諸
情
勢
に
は
、
長

期
不
況
に
よ
る
財
政
の
伸
び
な
や
み
、

行
政
改
革
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
き

び
し
い
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
解
決
に
は
今
後
一
段
の
努
力
を
要
し
、

議
決
機
関
の
使
命
は
い
よ
い
よ
重
大
で

あ
る
こ
と
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
幸
に
も
、
村
民
み
な
さ
ま
方
の
ご
理

解
ご
協
力
と
先
輩
諸
兄
の
ご
努
力
に
よ

り
ま
し
て
、
村
勢
も
順
調
に
進
展
い
た

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
江
南
村
の
輝
し
い
発
展
を

目
ざ
し
て
、
関
係
各
位
の
ご
協
力
を
得

て
、
議
会
一
同
力
を
合
せ
、
ま
い
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

小学按の

通学区域

について

　
江
南
村
立
小
学
校
の
通
学
区
域
は
、

こ
れ
ま
で
旧
村
（
小
原
村
・
御
正
村
）

で
南
小
、
北
小
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
都
市
計
画
法
に
よ
る
市

街
化
区
域
の
指
定
の
後
、
児
童
の
通
学

距
離
や
、
父
母
の
出
身
校
な
ど
の
理
由

に
よ
っ
て
通
学
区
が
複
雑
に
入
り
く
み
、

通
学
路
の
指
定
や
通
学
班
の
編
成
等
に

支
障
ガ
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
引
副
問
題
を
解
消
す

る
た
勘
、
教
方
臭
莫
齢

に
関
す
る
規
則
を
公
布
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
規
則
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
村

の
中
央
部
を
下
記
区
域
図
の
と
お
り
に

主
な
道
路
に
よ
っ
て
通
学
区
を
区
分
し

た
ほ
か
、
特
に
次
の
点
に
留
意
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

1
、
現
在
、
通
学
区
を
越
え
て
通
学
し

　
て
い
る
児
童
に
つ
い
て
は
、
卒
業
す

　
る
ま
で
の
間
は
適
用
し
ま
せ
ん
。

2
、
新
た
に
入
学
す
る
児
童
に
つ
い
て

　
も
、
そ
の
児
童
の
兄
や
姉
が
通
学
区

　
を
越
え
て
通
学
し
て
い
る
場
合
も
適

　
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

／へ

（

村立小学校通学区域図

一一一一｝区域線

N
守

域区校
　
　
ぐ

警
ゼリア

新薬工業

一　　　　　　　　　　　　　　　　一

膨ター　　　一7
江南荘　ヂーゼル機器　’
　　　　江南工場1

　　　　　　　　　　’

π
一
ノ
9
1
監
ー

兼立電工

南小学校区域

江南自動
車教習所

県立畜産試験場
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酬
　
霧

駒
簿
　
揮

萎霧

私たち交通指導員です

　き

難どうぞよろしく

　
江
南
村
の
交
通
指
導
員
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
熊
谷
警
察
署
、
江
南
村
交
通

安
全
対
策
協
議
会
及
び
学
校
関
係
、
各

種
団
体
等
か
ら
要
望
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
が
、
こ
の
ほ
ど
よ
う
や
く
軌
道
に
乗

り
、
今
月
か
ら
発
足
す
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

　
今
回
選
出
さ
れ
た
指
導
員
は
次
の
方

萎懸嚢諜顛　顧　黙

鎌近騒題・行些に槻る意見・1
畿詩・短歌など投稿をお待ちしてし＞§

嚢魏ます・　　　　　　　§
騰紙上匿名はさしつかえありませ1

轡力順稿には住所・氏名・年齢1
翻を書いてください。　　　　　　§

齢問い合わせは総務課広報係1
・羅嚢　　　　　　　　　電言舌　　　　　（36）　1521　　馨

々
で
す
。
　
（
敬
称
略
）

田
中
　
勝
治
　
小
江
川
二
〇
七
三
ー
一

小
久
保
章
二
千
代
三
八
五
－
三

　
田
中
さ
ん
は
無
事
故
無
違
反
を
二
十

年
間
、
小
久
保
さ
ん
は
十
二
年
問
と
い

う
模
範
ド
ラ
イ
バ
ー
で
す
。

　
指
導
員
に
つ
い
て
は
、
当
初
二
名
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

田中勝治さん

鰯撚嚢嚢霧

翻籔
保章二さん

　
　
ン

）
　
㌧
、

発
足
い
た
し
ま
す
が
、
五
十
八
年
度
中

に
は
さ
ら
に
二
名
を
選
出
し
、
五
十
九

年
四
月
一
日
か
ら
は
四
名
で
村
内
の
交

通
安
全
を
は
か
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
指
導
員
の
主
な
任
務
は
、
概
ね
次
の

と
お
り
で
す
。

○
児
童
、
幼
児
、
老
人
等
、
歩
行
者
の

　
安
全
通
行
の
た
め
、
交
通
の
整
理
、

　
誘
導
を
行
う
こ
と
。

○
交
通
法
令
の
違
反
者
に
対
し
、
法
令

　
を
守
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
。

○
祭
礼
、
催
し
物
そ
の
他
雑
踏
す
る
場

　
所
に
お
い
て
、
交
通
整
理
、
誘
導
を

　
行
う
こ
と
。

○
交
通
安
全
の
た
め
の
広
報
活
動
に
従

　
事
す
る
こ
と
。

○
前
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
特
に
命

　
ぜ
ら
れ
た
任
務
に
従
事
す
る
こ
と
。

　
な
お
、
指
導
員
は
奉
仕
の
精
神
が
旺

盛
で
、
交
通
問
題
に
理
解
と
関
心
が
高

く
、
か
つ
指
導
力
の
あ
る
人
を
選
出
い

た
し
ま
し
た
。

の
　
品

子い
よ
作

鍵蕪藝藝§糞

○
、
）

こんのももこますこさとる

蝋
．
蟻
灘

　
撒
．
ぐ葵

ミ
圏
鳶

蕪

さ
｛
轟
　
　
轟
塗
ご
聾
書

まつもとじょうじうちだれ・いこつかごしちほ
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（
　
、
、

　
　
だ

　
　
　
　
江
南
青
年

　
　
　
　
　
　
埼
玉
駅
伝
で
健
闘

　
さ
る
一
月
二
十
三
日
㈲
に
行
わ
れ
た
、
　
三
区
片
山
利
男
、
四
区
芝
　
浩
一

第
五
十
回
記
念
埼
玉
駅
伝
の
青
年
の
部
　
　
区
小
沢
弘
之
、
六
区
久
保
田
進

（
川
本
－
上
尾
間
四
十
三
・
九
キ
ロ
）

へ
、
江
南
村
青
年
が
初
め
て
出
場
し
、
　
　
選
手
・
役
員
の
み
な
さ
ん

初
出
場
な
が
ら
選
手
全
員
の
力
走
に

よ
っ
て
十
一
位
に
入
る
健
闘
を
し
ま
し

た
。　
こ
の
青
年
チ
ー
ム
は
、
三
本
地
区
の

体
育
関
係
者
の
お
骨
折
に
よ
っ
て
結
成

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
今
後
は
こ
れ
を
機
会
に
駅
伝
を
さ
か

ん
に
し
、
村
の
予
選
会
を
行
っ
て
埼
玉

駅
伝
に
出
場
し
た
い
と
、
選
手
、
役
員

一
同
は
り
き
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
出
場
さ
れ
た
選
手
の
方
は
次
の

と
お
り
で
す
。
　
（
敬
称
略
）

　
一
区
内
田
　
努
、
二
区
小
林
実
則
、

、
五

はたちの献血

成人になったこの機会に「献血を

通して助け合う」社会の連帯の輪の

中に、あなたも参加してみませんか。

塾
曾
塾
曾
塾
塾
曾
審
讐
曾
曾
蓄
碁
装
塾
曾
曾
留
塾
曾
塾
撃
曾
塾
曾
曾
曾
塾
曾
暴
き
曾
曾
曾
塾
塾
曾
曾
鴇

書駒やか蕊
．融射君繍・

盤
譲磐

鰍

．
’

1

　
　
　
る

，
σ
’

9
．

入
）
有
令

　
9
メ
？
・‘

上

一
鴫
，
．

　
　
　
ゆ
　
つ

　
　
〕
ッ
ヘ
ハ
ン

　
　
、
“
だ
け

　
　
ゐ
し
）
ヒ
キ
㌧

　
　
　
　
な
さ
い

　
　
d
つ

　
　
ノ
吻
ご

♪
　
ぐ

（

（歳脇

畿

　
ド
ン
バ
イ
コ
、
メ
ン
ダ
、
コ
マ

ン
ジ
ャ
コ
、
オ
キ
ン
チ
ャ
、
ド
ン

ボ
ー
こ
れ
、
何
の
こ
と
だ
か
分

か
り
ま
す
か
。
ど
れ
も
メ
ダ
カ
の

お
国
言
葉
で
す
。

　
メ
ダ
カ
は
、
北
海
道
を
除
く
日

本
の
各
地
に
広
く
見
ら
れ
、

昔
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る
だ

け
に
、
呼
び
名
も
地
方
に
よ

っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
、
そ
の
数

は
二
千
に
も
上
る
と
い
わ
れ

ま
す
。

　
体
長
二
・
五
セ
ン
チ
か
ら

四
セ
ン
チ
、
日
本
の
魚
の
中

で
は
最
も
小
さ
く
、
そ
の
た

め
か
「
メ
ダ
カ
も
魚
（
ト
ト
）

の
う
ち
」
な
ど
と
い
っ
て
か

て
い
ま
す
。

　
メ
ダ
カ
は
歳
時
記
の
上
で
は
夏

の
季
題
で
す
が
、
春
ら
し
い
雰
囲

気
の
魚
で
も
あ
り
ま
す
。
春
に
な

り
水
温
が
上
が
る
（
摂
氏
十
三
度

く
ら
い
）
と
活
動
し
だ
す
こ
と
や
、

〃
春
の
小
川
〃
の
歌
に
登
場
す
る
、

と
い
っ
た
こ
と
か
ら
で
し
ょ
う
。

　
メ
ダ
カ
の
群
れ
が
列
を
作
っ
て

ス
イ
ス
イ
泳
ぐ
の
を
見
る
と
、
小

　
　
学
校
の
新
入
生
の
集
団
登
校

　
　
風
景
を
思
い
出
し
ま
す
。
子

力ダ

ら
か
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
遺

伝
な
ど
の
研
究
用
と
し
て
、
メ
ダ

カ
は
人
間
の
た
め
に
結
構
役
立
っ

メ
ダ
ー
を
頼
り
に
し
て
歩
き

的
な
判
断
と
行
動
が
損
な
わ
れ
る

恐
れ
が
あ
る
の
で
、
集
団
の
一
人

一
人
が
安
全
を
確
認
し
て
行
動
す

る
よ
う
指
導
す
る
必
要
が
あ
る
と

の
こ
と
で
す
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
入
学

シ
ー
ズ
ン
は
、
特
に
通
学
に
不
慣

れ
な
新
入
生
が
歩
い
て
い
る
わ
け

で
す
か
ら
、
運
転
に
は
く
れ
ぐ
れ

も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

供
を
集
団
登
校
さ
せ
る
か
、

個
人
で
登
校
す
る
、
い
わ
ゆ

る
“
さ
み
だ
れ
登
校
”
か
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
道
路
事

情
や
交
通
事
情
に
よ
っ
て
決

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
集
団
登
校
を
さ
せ

る
場
合
に
は
、
子
供
が
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
、
自
主



　　　　　　いち　ぱ　　灘

誘秘聴串場

■と　き

■ところ

■受付
■対象者

　1回目

2回目

4月22日（金）

村民体育館

午後1時～1時30分

■持参するもの
※対象者へは個人通知します。
■間合せ　役場住民課（内線24）

昭和57年7月1日～12
月31日生まれ

昭和57年1月1日～6
月30日生まれ

　　母子健康手帳

次のように変わります。
　戸籍の謄本又は抄本

　　1通200円→300円
　除籍の謄本又は抄本

　　1通300円→500円
　戸籍記載事項証明

　　1件100円→200円
　除籍記載事項証明

　　1件200円→300円
　受理証明書

　　1通100円→200円
　届出書等の閲覧

　　1件100円→200円

）ノ

ノ

臨

■とき4月20日（水）
　　　　4月28日（木）
■’ところ

　4月20日（水）

　江南村農協、

　午前9時30分～11時30分
　三本唐渡神社

　午前9時30分～10時20分
　成沢坂上公民館

　午前10時40分～11時30分
　農協南支所一、、

　午後1時γ3時
　板井小林商店前

　午後1時～1時50分
　野原文殊寺．、

　午後2時1b分～3時
　4月28日（木）

　江南村役場

　午前9時30分～11時30分
■料金
4頭……登録料2，100円
　　　　注射料1，700円
※登録年1回、注射・春秋年2回
■問合せ　役場住民課（内線24）

丈、ノ

　国民年金の保険料は、4月から
5，830円となります。

　国民年金の老齢、障害年金など
年金給付に要する費用は、皆さん
の納める保険料と、国の負担によ

ってまかなわれています。昨年8
月、年金額が4パーセントに引き
上げられましたので、これに伴っ
て保険料も改定されます。

　なお、付加保険料についてはい
ままでどおり400円です。

　日常生活での困りごとや心配ご
とでお悩みの方は、毎月第4火曜
日にご相談に応じております。ど
うぞお気軽にご相談ください。な
お4月は弁護士も相談に応じます。

■と　き

　4月26日㈹午前9時30分～正午
■ところ

　江南村母子健康センター

’
）

’

醗
壽
馨

　
苺

います。なるべく早めに申告され
るようお願いいたします。
■問合せ

埼玉労働基準局岱0488－22－7146
または最寄りの監督署
埼玉県労働部雇用保険課
舎智0488－24－2111（内線3035）

国の戸籍手数料令の改正に伴い

4月1日から戸籍関係の手数料が

’労働保険（労災保険と雇用保険）i

概算・確定保険料申告書は、4月　i
l日から5月15日までの間に提出　i
しなければならないことになって　i

■実施職種

　造園、機械加工、仕上げ、婦
　人子供服製造、家具製作、とび、

　左官、畳製作、防水施工、塗装
　など
■受検申請書の受付け
　　4月15日㈹から4月26日㈹ま
　で
■実技試験
　　6月22日（小）から9月17日㈹ま

　での間に実施
■学科試験

　　9月4日、11日、18日のうち
　1日1（試験の日時・場所等ば、

　受験票で各受験者に通知）

■合格発表
　10月3日（埼玉新聞に掲載）

■受検申請先
　埼玉県職業能力開発協会

　浦和市高砂3－14－21
　智0488－29－2801

■と　き　4月26日㈹午前10時
■ところ　江南村母子センター
■内　容　差別対遇、名誉侵害、

　　　　不動産、家庭問題ほか

駄
を

　
　
　
処
力

　
　
　
不
＝

　
ご
家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
粗
大
ゴ
ミ

（
燃
え
な
い
ゴ
ミ
）
の
処
理
は
、
四
月

か
ら
、
熊
谷
に
新
設
さ
れ
た
破
砕
選
別

方
式
に
よ
る
粗
大
ゴ
ミ
処
理
場
で
行
わ

れ
ま
す
。

　
こ
れ
℃
よ
り
不
燃
物
の
減
量
化
と
再

資
源
化
を
は
か
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が

こ
の
破
砕
機
に
爆
発
物
が
入
る
と
危
険

で
す
。
ゴ
ミ
を
出
す
と
き
に
は
次
の
こ

と
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
ゴ
ミ
と
い
っ
し
ょ
に
出
し
て
は
い
け

　
な
い
も
の

　
○
プ
皿
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
ア
セ
チ

　
　
レ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
酸
素
ボ
ン
ベ

　
　
火
薬
類
ハ
薬
品
類
、
ガ
ソ
リ
ン
タ

　
　
ン
ク
、
塗
料
カ
ス
、
廃
油

▼
容
器
に
穴
を
あ
け
て
出
す
も
の

　
○
ラ
イ
タ
」
用
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
灯
油

　
　
タ
ン
ク
、
ス
プ
レ
ー
か
ん
（
化
粧

　
　
品
、
殺
虫
剤
、
塗
装
用
）
、
石
油

　
　
ス
ト
ー
ブ
オ
イ
ル
タ
ン
ク
、
油
か

　
『
ん

▼
容
器
を
洗
っ
て
出
す
も
の

　
○
薬
品
、
油
類
ビ
ン
　
　
　
　
　
駄
、



覇嚢増去器欝柵獅鶴昌聯磁易脇磁睡…葦覇…覇羅

　　褻顯、．欝麟灘

鰯盤難盤
　　中は八層になっているハチの巣

妻、一憲嚢懸

縫雛灘雛灘灘灘
　　　　思わず涙がこぼれます

霧
、

ニュース

白球を追って熱戦が続く

☆村民卓球大会　第4回村民卓球大会が3月13日、村民

体育館で開催されました。今年から新たに中学生の部を

もうけ熱戦が行われ、特に団体の部では須賀広チームが

常勝小原療養所チームを敗り念願の初優勝にかがやきま

した。各部の成績は次のとお・りです。中学男子・1位佐

藤圭一、2位鈴木研一／同女子・吉岡美津子、瀬口明美

／一般男子・飯島義孝、田中正己／男子シニア・平山雅

康、小沢信之／一般女子・前川キミ子、飯塚恭子／団体

・須賀広、小原療養所　　（写真右上）

☆大きなハチの巣　成沢の福田稔さん宅の物置のひさし

に直径約50センチ、周囲130センチの大きなスズメバチ

の巣が作られました。これだけの大きさなので、3人が

かりでようやく下へおろしたそうです。　（写真左上）

☆義務教育終え150名巣立つ　3月15日、江南中学校で

は昭和57年度・第24回卒業式が行われ、150名の卒業生が

元気よく巣立って行きました。　（写真左下）

（》
イ（、

硬串ぎ諏い岡ぽ

○
∩
．

　
　
　
　
　
　
確
定
申
告
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F

　
　
　
　
　
　
　
　
間
違
っ
て
い
た
と
き
は

　
昭
和
五
十
七
年
分
所
得
税
申
告
の
期
　
　
か
か
り
ま
せ
ん
。

限
吋
の
受
付
は
、
三
月
十
五
日
で
終
わ
　
　
　
逆
に
、
申
告
し
た
税
金
が
多
か
っ
た

り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
に
気
付
い
た
と
き
は
、
正
し
い
金

　
と
こ
ろ
で
、
計
算
違
い
な
ど
で
誤
っ
　
　
額
じ
す
る
た
め
に
「
更
正
の
請
求
」
を

た
確
定
申
告
を
し
た
り
、
確
定
申
告
書
　
　
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
っ
」

の
提
出
を
忘
れ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
　
　
『
更
正
の
請
求
が
で
き
る
期
間
は
、
申

か
。
も
う
一
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
告
期
限
か
ら
一
年
以
内
と
な
っ
て
い
ま

　
確
定
申
告
を
し
た
後
で
、
申
告
し
た
　
　
す
の
で
、
，
昭
和
五
十
七
年
分
の
所
得
税

税
金
が
少
な
か
っ
た
こ
と
に
気
付
い
た
　
　
の
確
定
申
告
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十

と
き
は
、
正
し
い
金
額
に
す
る
た
め
に
　
　
九
年
三
月
十
五
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

「
修
正
申
告
」
を
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
く
わ
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
・

　
こ
の
修
正
申
告
は
、
税
務
署
か
ら
更
　
　
税
務
相
談
室
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

正
を
受
け
る
ま
で
は
い
つ
で
も
で
き
ま

す
が
・
な
る
べ
く
早
く
申
季
る
方
が
　
固
定
資
産
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
課
税
台
帳
の
縦
覧
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
部
　
　
　
　
う
　
　
次
に
よ
り
、
固
定
資
産
税
課
税
台
帳

羅
、
離
）
．
額
臨
を
欝
野
つ
い
て
不

駿
修
撃
醤
錨
葺
日
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
わ
し
く
は
役
場
税
務
課
に
お
た
ず

有
利
で
す
。
税
務
署
の
調
査
を
受
け
た
　
　
ね
く
だ
さ
い
。
　
（
内
線
34
）

後
で
修
正
申
告
を
し
た
り
、
更
正
を
受
　
　
▼
日
　
時

け
た
り
す
る
と
、
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
過
　
　

四
月
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
、
休

少
申
告
加
算
税
が
か
か
り
ま
す
が
、
調
　
　
　
日
を
除
く
毎
日
午
前
九
時
か
ら
午
後

査
を
受
け
る
前
に
自
主
的
に
修
正
申
告
　
　
　
五
時
ま
で
（
土
曜
日
は
正
午
ま
で
）

を
し
た
と
き
は
、
過
少
申
告
加
算
税
は
　
　
▼
場
　
所
　
役
場
税
務
課
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…
…
、
鰍
顯
灘
囎
彗
彗
　

灘
鵡
薦
鰹
騨
灘
騰
騰
．
鹸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畿

　
任
期
満
了
に
よ
る
埼
玉
県
議
会
議
員

一
般
選
挙
は
、
次
に
よ
り
行
わ
れ
ま

す
。告
示
日
…
…
三
月
二
十
九
日
（
火
）

投
票
日
…
…
四
月
十
日
（
日
）
午
前
七

　
　
　
　
　
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

開
票
日
…
…
即
日
開
票
午
後
七
時
三
十

　
　
　
　
　
分
か
ら

開
票
所
…
…
江
南
村
役
場
会
議
室

選
挙
時
登
録
基
準
日
…
三
月
二
十
七
日

選
挙
時
登
録
日
…
－
…
一
二
月
二
十
八
日

　
し
た
が
っ
て
公
職
選
挙
法
に
よ
る
選

挙
権
の
条
件
は

○
　
昭
和
三
十
八
年
四
月
十
一
日
以
前

　
に
生
ま
れ
た
方
で

○
　
昭
和
五
十
七
年
十
二
月
二
十
七
日

　
以
前
か
ら
江
南
村
に
住
ん
で
い
て
、

○
　
引
き
続
き
江
南
村
住
民
基
本
台
帳

　
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、
選
挙
人
名
簿

　
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

▼
　
県
議
会
議
員
選
挙
の
場
合
、
昭
和

　
五
十
七
年
十
一
一
月
一
一
十
八
日
以
後
、

　
埼
玉
県
内
の
他
の
市
町
村
か
ら
江
南

　
村
に
転
入
届
を
し
た
方
で
、
従
前
の

　
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

　
て
い
る
方
は
、
江
南
村
の
名
簿
に
登

　
録
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
従
前
の
住
所

　
地
の
投
票
所
で
投
票
が
行
え
ま
す
が
、

　
こ
の
場
合
、
次
の
書
類
が
必
要
で
す
。

　
①
江
南
村
で
発
行
す
る
住
民
票
の
写

　
　
し
、
ま
た
は
、

②
引
き
続
い
て
江
南
村
に
住
所
を
有

　
　
す
る
旨
の
証
明
書

　
ま
た
、
江
南
村
か
ら
県
内
へ
転
出
さ

れ
た
方
は
、
転
出
先
の
市
町
村
か
ら
①

ま
た
は
②
の
書
類
を
作
っ
て
い
た
だ
き

従
前
の
投
票
所
の
受
付
け
に
差
出
し
、

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　
投
票
所
は
今
ま
で
ど
お
り
五
カ
所
設

置
し
ま
す
。
各
投
票
区
の
投
票
所
は
次

の
と
お
り
で
す
。

第
一
…
…
集
出
荷
所
（
御
正
農
協
裏
）

　
　
　
○
Ω

第
二
－

第
三
：

第
四
：

第
五
：

　
　
　
ノ

　
　
斜
v
，

　
　
伽
意

　
　
　
　
　
弍

：
北
小
体
育
館
（
三
　
本
）

：
板
井
研
修
セ
ン
タ
ー
（
板
井
）

：
南
小
体
育
館
（
小
江
川
）

：
坂
上
公
民
館
（
成
沢
坂
上
）

期
問
三
月
二
十
九
日
か
ら
四
月
九

　
　
　
　
日
（
投
票
日
の
前
日
）
ま
で

　
　
　
　
土
・
日
曜
で
も
で
き
ま
す
。

時
間
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

　
　
　
　
五
時
ま
で

場
所
江
南
村
役
場
内

持
参
す
る
も
の
　
印
か
ん

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
有
権
者

が
在
宅
の
ま
ま
投
票
で
き
る
、
郵
便
に

お
め
で
た
と
お
悔
や
み

　
　
　
　
（
辮
月
嚇
届
出
）

お
誕
生
（
カ
ッ
コ
内
保
護
者
）

成
　
沢

よ
る
不
在
者
投
票
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の

で
き
る
方
は

●
身
体
障
害
者
手
帳
に
、
．
両
下
肢
、
体

幹
の
障
害
で
、
一
級
、
二
級
、
心
臓
、

じ
ん
臓
、
呼
吸
器
の
障
害
で
一
級
も
し

く
は
三
級
と
記
載
さ
れ
て
い
る
方
、
ま

た
は
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

で
、
障
害
の
程
度
が
こ
れ
ら
の
障
害
の

程
度
に
該
当
す
る
と
、
知
事
が
証
明
し

た
方
。

●
戦
傷
病
者
手
帳
に
、
両
下
肢
、
体
幹

の
障
害
で
、
特
別
項
症
か
ら
第
二
項
症

心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
の
障
害
で
、

特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症
と
記
載
さ
れ

て
い
る
方
、
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
を

お
持
ち
の
方
で
、
障
害
の
程
度
が
こ
れ

ら
の
障
害
の
程
度
に
該
当
す
る
と
、
知

事
が
証
明
し
た
方
。

※
こ
の
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
で

　
き
る
期
間
は
告
示
の
日
か
ら
投
票
日

　
の
四
日
前
ま
で
で
す
。
手
続
き
は
な

　
る
べ
く
早
く
お
願
い
し
ま
す
。

▽
○

坂
田
裕
希
子
　
長
女
（
幸
　
夫
）

樋
　
春

小
柏
雄
次
郎
　
長
男
（
真
　
）

瀬
山
　
美
香
　
二
女
（
清
　
一
）

御
正
新
田

関
口
　
和
也
　
長
男
（
達
　
夫
）

定
居
　
直
昭
　
三
男
（
廣
　
光
）

瀬
山
　
浩
之
　
長
男
（
良
　
一
）

野
　
原

岡
田
　
斐
　
　
二
女
（
穂
　
積
）

吉
野
　
真
未
　
長
女
（
和
　
夫
）

小
江
川

南
拓
人
　
長
男
（
武
志
）

鹿
庭
　
知
永
　
長
男
（
吉
　
彦
）

板
井

半
澤
亜
由
美
　
長
女
（
恒
　
夫
）

吉
野
　
慎
司
　
二
男
（
幸
　
造
）

千
代

川
口
那
穂
子
　
長
女
（
美
智
夫
）

田
中
健
太
郎
　
長
男
（
　
弘
　
）

塩小
林
　
純
子
　
長
女
（
　
昇
　
）

ご
逝
去
（
カ
ッ
コ
内
・
年
齢
）

成
沢
関
口
貞
重
（
78）

樋
春
滝
田
要
吉

三
本
小
澤
ヤ
ス

御
正
新
田
　
橋
本
廣
安

　
　
　
　
高
橋
喜
代
作

小
江
川
　
橋
本
　
孝
寿

千
代
持
田
清
蔵

塩
　
　
　
早
川
　
昭
宣

40　68　94　88　77　60　86




